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クリスマスに思う 

 

担当司祭 田丸 篤 

私の出身地である九州の佐賀に伊万里という場

所があり、そこにトラピスト修道院があります。人

里離れた山の上にシスター方が祈り中心の生活を

送っておられます。ある方がそのトラピスト修道院

のクリスマスの礼拝に与られたことがあります。ク

リスマスの晩に夜の山道を車で上っていくと、山の

上にきれいな白い修道院が見えました。辺りが真っ

暗の中で修道院の聖堂の明かりだけが赤々と灯っ

ていました。そして中に入ると礼拝までにまだだい

ぶ時間があったのに、たくさんのシスター方が沈黙

の中で祈っておられました。そしてそこでは聖堂の

中のストーブの音だけが聞こえていました。その神

聖な雰囲気の中、今晩が聖なる夜であることを教え

られたとおしゃっていました。そして礼拝が終わっ

て外に出ると外はとっても寒かったけれど、その夜

の星空はすばらしかった。澄んだ空気の中で山の上

から見る星はすばらしかった。あたかもイエス様の

誕生の晩を再現しているかのようだったとおっし

ゃっていました。 

 

主の降誕、クリスマスの出来事は、静かな星の輝く

晩に起こった出来事です。皆が寝静まっている中、目

立たず、静かに神の独り子はお生まれになります。神

の子である救い主の誕生は、何か立派な宮殿の中で、

多くの人々に見守られるようなかたちではなく、また

町の広場で多くの人々に告げ知らせられるかたちで

もなく、本当に静かに行われた出来事だったと思いま

す。神は御独り子をこの世に誕生させられるとき、目

立つ方法を望まれませんでした。目立たない、でも静

けさと沈黙の中で、神のあたたかい救いの業は始めら

れます。静かに、密かにこの世に誕生された救い主の

誕生を天使たちが最初に告げたのは羊飼いたちでし

た。危険や厳しい環境の中で、素朴にそして皆で寄り

添って生活している羊飼いたちに「恐れることのない

民全体に与えられる大きな喜び」が告げられます。そ

して羊飼いたちは、天使の言葉に従い、星の導きに従

って馬小屋を訪ねます。羊飼いたちはそこを訪ねた人、

近づいた人にしかわからない本当の光とその幼子の

持つぬくもりを感じたのではないでしょうか。 

 

神はご自分の独り子をこの世を照らす真の光とし

て私たちのもとに送ることを決意されます。私たちが

立派だからとかうまくいっているからではなく、光を

失い、闇の中をただよい倒れている私たちだからこそ、

ご自分の子を光として送ってくださったのです。私た

ちに大切なことは、静かに見つめることだと思います。

自分の弱さも足りなさもそして自分が抱えている闇

も。同時にイエス様がそのような私たちだからこそ、

もたらそうとしてくださるあたたかな光を。クリスマ

スの出来事は２千年前だけではなく、今も私たちの心

の中に起こっている出来事であることを思いたいで

す。 
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N F 

10 月 9 日(月)スポーツの日に第 55 回横浜教区

一粒会大会が清泉小学校で開催されました。 

当日は、雨でとても寒かったのですが会場は、席が

埋まる程大勢の方がいらっしゃっていました。 

【私たちのうちから司祭を召し出してください】 

[涙のうちに種まく人は喜びのうちに刈り取る]を

テーマに講話・大会ミサが行われました。講話は、

パネルディスカッションでこの２年のうちに、司祭

になられた神父様方がお話しして下さいました。 

私が心に響いたお言葉は、上杉優太神父様の『キ

リストが私達が死んだ後も寄り添って下さる。』

『人々と喜ぶ時に喜び、泣く時に共に泣きなさい』

です。なぜかすっと私の心に入りました。 

子供たちからの質問にも、神父様方は分かりやすく

お優しくお答えになっておられました。フィー神父

様は、神様が好きですか？と言う子どもの質問に、

『愛しています。なぜなら神様が私を愛しているか

らです』と仰っておられました。 

最後に水上神父様が、子供たちに『教会といつも繋

がっていて下さい。いつも神様が待っていて下さい

ます』と仰いました。 

子供たちの質問は、私達大人にも神父様方の事を深

く知る、良いテーマでした。大会ミサは、梅村司教

様主司式のもと、行われました。たくさんの横浜教

区の神父様方がおられ、荘厳なごミサに与られて頂

きました。 

梅村司教様がお一人おひとりの神父様のご紹介を

されてお名前を覚えておられる事に驚きを感じま

した。ご丁寧にお話しをなさる梅村司教様の愛を感

じました。 

 

K K 

横浜教区全地区から集った司祭、修道者、信徒で

会場は埋め尽くされ、冬のような荒天にもかかわら

ず熱気に包まれておりました。叙階されてから日の

浅い司祭方の使命感にあふれたお話はもちろんの

こと、子供たちからの素朴な質問に時にユーモアを

交えて熱心にお答えくださっている優しいお姿が

とても印象に残っています。「聖歌以外で、どんな

歌が好きですか？」と聞かれて某演歌歌手のお名前

を挙げた司祭もおられ、会場は大盛り上がり(笑)。

そして、梅村司教様を中心とした数十名の司祭方の

共同司式によるミサは圧巻で心を揺すぶられるよ

うな感動を味わいました。 

司祭、修道者、信徒が心を合わせて司祭の召命を祈

る横浜教区一粒会大会は、洗礼、堅信の秘跡を授か

った私自身の召命、一人ひとりに与えられた賜物を

生かして派遣されていることを深く祈り考える機

会となりました。神に感謝。 

 

C A 

一粒会大会に 5 年ぶり、3 回目の参加をさせてい

ただき感謝しています。 

会場は、横浜教区各地から訪れた人々の活気で満ち

ていました。パネルディスカッション企画も、大会

ミサも素晴らしかったです。 

恒例の梅村司教様による参加司祭全員の紹介もド

キドキワクワク、私たちを楽しませてくれました。 

次々と紹介されていく中で、お一人で２つ、３つ、

多い方になると 4 つの教会を担当している神父様

もおられる事がわかり、司祭不足の現実に改めて衝

撃を受けました。 

司祭召命のために私たち信徒が出来ることは何か

を考えさせられ、主任司祭がおられる事の有り難さ

を感じた一日でした。 

 

 

一粒会大会を終えて 
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S M 

一粒会総指導司祭の古川勉神父様が閉会の挨拶

をされ、この中で一粒会の財政的な問題について言

及がありました。それは、一粒会への献金が減少し

ており、コロナ禍で仕方がない面もあったが、「お

金は祈りとともに重要です」ということでした。横

浜教区一粒会会則では、一粒会の目的（教区司祭の

召命と成聖）を達成するために祈りを捧げることと

神学生養成への献金を行うことが規定されており、

古川神父様は神学生支援へのお金が足りないとい

うことをはっきり仰られた訳です。同会則は 1967

年 11 月 26 日から施行されていますが、お隣の東

京教区の HP によれば「1938 年に東京大司教に任

命された土井辰雄師の司教叙階式に参列した信徒

たちの数人が、当時の軍国主義の高まりによって外

国人宣教師たちに対する迫害や追放など、教会にも

さまざまな圧迫があり司祭召命に危機感を抱く信

徒が少なからずいて司祭召命と神学生養成のため

に『何かをしなくては』と思い立ったのが一粒会発

足のきっかけになった」と書かれています。従って、

前進的な方々が一粒会という組織を作り引っ張っ

てこられ、現在の東京教区では信徒全員が一粒会会

員（同 HP）という理想形態に発展していったのだ

ろうと推測されます。横浜教区では、一粒会への献

金は毎月定額でいくらでもよく、献金された時点で

一粒会の会員となる形態を採っています。東京教区

の全信徒が献金されていることは中々難しいこと

でしょうから、実質的には横浜教区と同様の形態に

なると思われます。皆様が献金されて一粒会を引っ

張る側に回って頂ければと思います。緑色の袋での

献金をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司教様司式ミサ 

子供達へのメッ

セージ 
子供達との一問一答 

司祭召命のお話 



4 

 

 

 

 

H T 

訃報を受け取ったとき、1･2 週間前に教会でお会い

し、言葉を交わしていたので、にわかには信じられま

せんでした。以前、日曜の朝、教会に向かう道で、先

を歩いていた HM さんに追いついて挨拶をしたとき、

私は歩くのが遅いから先に行ってくれと言われ、その

まま失礼して先に行かせてもらったことがありまし

た。最近お会いしたときは、この頃は駅からタクシー

で来ているのと言っていました。いろいろ不自由なこ

とがおありだったのに、毎週欠かさずミサに来られて

いました。いつでもミサでお会いできると思っていた

ことが、自分の勝手な思い込みだったと悔やまれます。

子どもが小さい頃に、戸塚教会に来てから、ずっと親

子共々何かとお世話になりました。今まで本当にあり

がとうございました。教会で HM さんにお会いできな

いのが寂しいです。神様のみもとで安らかにお休みく

ださい。  

 

 

N M 

ミサに行くといつもいらして、笑顔で挨拶してくださり、また家

族のことを気に掛けてくださった、HM さん。 

やさしく笑いながら、なかなか手厳しい一言でご指導くださ

った、HM さん。 

10 代でキリスト者となり、以来 70 年余、みことばと聖体

を糧に奉仕に勤しまれ、共同体の一員として戸塚教会

の歴史と共にご自身の生涯を歩んでいらした大先輩、

HM さん 

ひとりでいらっしゃることが苦手だったのでしょうか、いつも誰

かしらのお世話をなさったり、じっくり話し込まれていらした

姿が思い出される、HM さん。 

出会いの恵みを大切にし、さまざまな困難に直面している

人々にキリストとの出会いの喜びを伝え、困難からの救

いに奉仕されてきた、HM さん。 

忽然と主のもとに旅立たれてしまった、HM さん。 

Thank you！ 感謝とともに、永遠の安息をお祈りいた

します。 

 

 

J M 

戸塚教会の生き字引のような方でした。不慣れな

教会委員長だった私の相談役であり、背中を押し

てくださいました。信徒に引退はないを体現され

た方でしたが、これからは、天より戸塚教会笑見

守ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

H M さんを思い起して 
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１） 年末の福祉団体への献金の報告 

2023 年クリスマスの戸塚教会の福祉団体への支援の献金は、総額 545,075 円でした。 

内訳は下記の表の通りです。「愛の献金」は維持費の５％が充てられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） ステラマリス毛糸の帽子プロジェクト 

カリタス石巻と戸塚教会信徒の編んだ帽子 320 枚と折り紙のリース 100 枚を 12 月 1 日に末吉町教会内の

ステラマリスに運びました。横浜港に寄港する外航船の船員さんに届けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 福島やさい販売 

12 月 24 日 9 時 30 分から 12 時まで、教会前庭で、NPO 法人「福島やさい畑」の販売をします。りんご、

あんぽ柿、それに、白菜、大根、春菊、ネギなど新鮮な冬物野菜にご期待ください。 

 

福祉部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜12月度定例教会委員会（12/10）＞ 

【協議事項】 

 （１) 12 月ミサ行事日程表の確認（典礼部） 

（教会便りには確認後の内容を掲載） 

（２）2023 年度 11 月までの決算報告と 2024 年

予算（案）について（配布資料を基に協議） 

11 月分までの決算を踏まえて、現在 2023 年決算・

2024 年予算をとりまとめ中。 

主なテーマについては以下のとおり： 

・資料 7-1 ページ(11 月分までの計上) これまでの

項目 1(月定献金)の額を考慮して、2024 年収入の維

持費収入を 850 万円と想定した。その 70%として項

目 1(月定献金)は 595 万円の予算を計上。 

・同ページ項目 4(特別事業献金)の 2023 年 11 月ま

での決算額は 199 万円。項目 1 同様に維持費予算

850 万円と想定し、2024 年予算額にその 25%の

212.5 万円の予算を計上した。 

・同ページ項目 6(指定献金)のうち、一粒会の 2023

年１１月までの決算額から想定し、一粒会の２０２

４年度予算を 70 万円に修正。 

・項目 10(一般寄付金収入)の 2024 年収入予算額

は、愛の献金 42.5 万円（維持費収入を 850 万円と

想定しその 5%）、その他を 30 万円と想定し計

72.5 万円。特に問題なければ 1 月提示に向けて整備

に入る。 

・資料 7-1 ページ項目 4(祭儀献金)は、11 月までの

決算額で 255 万円ほどあるが、2024 年度収入予算

は現状の額のままとする。 

・資料 6-1 ページ項目 2(行事費)のコンサート、野

外ミサは現計画のとおりを想定している。 

・同ページ項目 4(教育養成費)は、研修会・勉強会予

算と教材費予算とで計上。 

・同ページ項目 12(小規模修繕費)で、地下の駐車場

の天井灯の LED 化を 2024 年に実施したいとの要望

があり、地下駐車場天井灯 LED 交換として 100 万円

を追加して 270 万円に修正する。 

・同ページ項目 19(消耗品)に 10 月の委員会で承認

されたとおり災害備蓄費を追加。 

・同ページ項目 29(賃借料)では、電話リース代値上

がりのため 35.4 万円に修正。 

・同ページ項目 31(雑費)について、町内会費は今年

度より雑費に入れるようにと教区からの指示（昨年

度までは渉外費）。4 万円の暑さ対策用のお茶代は 5

万円にアップする。ガラス清掃 10 万円、クリーニン

グ代 3 万円とその他で、雑費は全体として 20 万円と

する。 

（３）各部の今年度活動方針の振り返りと来年度活

動方針について（配布資料を基に協議） 

①財務部：資料のとおり。 

②総務部：地区割の周知は来週から実施予定。アン

ケートは今年度実施できなかったため来年度実施予

定。2024 年度の活動方針は資料のとおり。 

③管財部：保全活動は 2023 年度はコロナ等により

見送った。信徒の建物設備に対する責任意識の醸成

については、大きな工事の際に献金を集めるという

流れに沿って行くことを考えており、2023 年度は大

きな工事がなかったために未実施となっている。責

任意識の醸成については、個々の信徒の気持ち・心

の活性化の一つの手法になりうるので、工事につい

ての公示は今後適宜に実施するのが良いとの意見が

でた。 

・長期修繕計画は信徒への情報共有化の点から信徒

総会で説明することが必要と考える。 

・2024 年度活動方針は基本的に従来の継続である。 

④典礼部：教区の共同宣教司牧研修に積極的に参加

した。 

・YouTube 配信による典礼の研修会等を通して、信

徒が典礼への意識を持つことに役立っていると考え

る。 

・2024 年度の典礼研修会は藤沢教会で開催

（2/12）されるが、当日の講話は YouTube 配信と

なる見込み。なお、教区典礼委員の S さんが

YouTube のための収録と配信を担当している。 

・集会祭儀について、新しいミサ式次第に合わせた

対応であった。今後も司祭不在時には試用版を検討

し適切に対応していきたい。 

・2024 年 12 月 8 日に堅信式あり。2024 年 12 月

の教会委員会は 12 月 1 日開催に変更する。 

⑤教学部：：いずれのイベントも参加者が限定的
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（ほぼ同じ方の繰り返し参加等）である。信徒全体

が信仰を深めるためにはどうしたらよいか検討する

必要がある。 

・資料 13 ページ。田丸神父様のお声がけで立ち上が

った福音宣教部、教学部、横浜司教区共同宣教司牧

チームのメンバー（S さん）による講座刷新のための

チームで横浜司教区の指針である「共同宣教司牧」

を踏まえて講座の見直しを検討し始めた。福音宣教

部報告 1 つ目を参照。待降節・四旬節の年 2 回の練

成会の回数増加等を検討する。 

・資料 24 ページ。火・土の神父様のキリスト教入門

講座には受洗希望者なし。昨年度までの 3 年間、火

は 4 名、土は 7 名の受洗者あり、その後そのまま講

座に参加している。今後は信徒も講座担当者として

神父様と協働して、神父様不在のときも受洗希望者

を交えて講座ができると良い。今後、受洗希望者ゼ

ロが続くかもしれない状況について、教会は現実と

して受けとめなければならない。 

・結婚講座の参加者は今年はゼロだった。 

・教会学校サマーキャンプの活動も４年ぶりに実施

できた。 

⑥福音宣教部：３つ振り返りがある。 

・一つ目は、7 月に田丸神父から問題提起があり、講

座の刷新と共同宣教司牧の学び直しを考えるチーム

ができ、毎月集まった。学びなおしとして 12 月 3 日

に第 1 回を実施した。これは継続していく。学びな

おしは 2024 年度方針の最初の項目である。 

・2 つ目は 12 月 9 日の「とつか合同クリスマス会」

の実施。戸塚教会の役割が重要であった。20 年来の

イベント（コロナ禍で 3 年間実施できなかった）だ

が、プロテスタント教会は実施継続にあまり積極的

でない姿勢が見受けられた。100 名予定が 150 名の

参加した（多くは戸塚教会から）。田丸神父様のお

話は個人経験等の話もあり印象的であった。 

・3 つ目はオープンデー。開催形態を変更し、他イベ

ントに連動して行った。毎月実施とはならないの

で、事前の告知は適宜実施が必要。 

⑦福祉部：高齢者向け｢お任せパック｣の配布を M さ

ん個人から切り離し、福祉部で実施している。 

・おまかせパック経費はすでに 5 万円枠を超えてい

る。やり方・送付先を含め見直しが必要ではないか 

・教会に来ることができない方々への聖書と典礼・

神父様説教・写真等を毎週送付している。これ自体

は良いことだが、データを見ると、「75 歳以上は

221 名で、敬老の日の不参加者が半分いる」現状が

見えている以上、40 名枠を超えた対応を総務部等も

交えて、教会全体の活動に発展させるのが良い。 

⑧行事親睦部：方針通りにだいたい実施できた。

2024 年度は規模を少し大きくしたい。コンサートは

頑張って実施したい。以前は土曜日実施だったが、

現在土曜ミサがあり、曜日をいつにするかは検討が

必要。2024 年度にコンサートを入れる方向で検討し

ている。 

⑨広報部：２０２３年度活動報告にまとめて記載し

概ね資料 P27 の通り。 

（４）2024 年度活動計画について 

①財務部：特に変わりはない。通常業務の活動メン

バーは 1 名減り、8 名になった。 

②総務部：地区割変更案の 12 月配布、教会活動のア

ンケートは 2024 年度実施予定。駐車場体制につい

て、人が少ないため、駐車特別許可証保有者への対

応を尋ねる。地区会の開催をぜひ行いたい。 

③典礼部：共同体を意識した、教会での積極的な奉

仕の呼びかけ。 

・来年度は香部屋係の人数が減るので、あらためて依

頼の声掛けをする。 

・近隣教会で開催されている LD（レクチオ・ディヴィ

ナ）の集いには、どの教会へも参加は自由としている。

今後、戸塚教会でも開催を検討したい。 

・堅信式の対応をきちんと進める。来年度典礼歴予

定表、資料 22－2 ページ参照。 

④教学部：資料 26 ページ。上述の通り、2023 年度

に立ち 上がった講座刷新検討チーム（仮称）が中心

となり、入門講座、信徒養成講座を大幅に見直す。 

・2024.12 堅信式に向けて堅信準備講座を開催する 

・「横浜司教区共同宣教司牧サポートチーム神奈

川」主催の信徒養成講座への信徒派遣について。目

的は「教会に戻って活動する」ことなので、派遣信

徒の選出を上記チームが中心となり検討する。講座

一覧は 2 月頃に配布される。 

・教会学校は日頃の活動に加え、第五地区行事に積

極的に参加する。（運動会、サマーキャンプ等） 

⑤広報部：広報全体として、信徒に何をどのように

伝えるのが良いかを考えたい。引継ぎ事項の一つで

ある部会を作る件については、部会というより、他

の部との連携・まとめ等しながら教会方針の広報へ

の適用を考えることが重要と思うので、そこから具

体的に何を発信するか、より中期的な視点で広報の
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方針や企画をどうするのかを考えたい。 

・各部会の紹介記事を続けていきたい。研修会等の

周知も継続したい。 

・2024 年度も基本的に今年度の延長・継続である。 

・外の掲示板は広報部を経由して実施するルールに

変更されたので原稿をもらえれば広報部で掲示する 

⑥福音宣教部：上述にて説明済。 

⑦福祉部：ふくしま野菜再開、次回 12 月 24 日。 

中和田教会との協働。中和田教会の福祉委員がミー

ティングに参加している。年 2 回｢聴く会｣を主催。 

⑧行事親睦部：成人の日の希望者はゼロかもしれな

い（5 名中で 1 名から欠席連絡あり、他の人からは

未回答）。クリスマスコンサートを前向きに検討す

る。 

⑨管財部：2024 年度は下水用ポンプの点検交換と地

下駐車場天井灯の LED 化を予定している。その他の

各活動は例年同様である。マリア像のお花の件は、

管財部の活動項目から外し、総務部の担当とする。 

（５）2023 年度活動方針の振り返り案 

・コロナ禍による行動制限も少しずつ緩和され、聖

歌の歌唱も軽い飲食を伴う親睦の機会も増えまし

た。今年度は土地活用検討委員会が設置されたこ

と、共同宣教司牧の勉強会が行われたことが新たな

動きでした。土地活用検討委員会では 9 月には教会

委員会に上申書が出され、教会を十分に使い切って

いるかどうかを検討する必要があるとの意見が出さ

れ、聖堂での小グループでの集まりをしやすくする

ために、パーテーションが購入されました。また、

待降節恒例の錬成会では、｢共同宣教司牧｣について

勉強会が行われましたが、今年度は福祉部・福音宣

教部・教学部の働きもあり、戸塚小教区内外での交

わりが少しずつ増えてきました。 

 

［報告事項］ 

【委員長】 

・別紙資料により第 5 地区委員長会議の報告 

【財務部】 

・「宣教地召命促進の日」の献金は 4万円。たくさん

のご協力とお祈りをありがとうございました。後

日、横浜司教区に振り込み予定。 

【総務部】 

・11 月 25 日に部会開催 

【管財部】 

① 地下駐車場の物置き場の整理を実施(11/19)し

た。ゴミ回収は年内予定。 

② 聖堂用パーテーションを 2 台購入した。パーテー

ションの置き場所については今後検討予定。 

③ エアコンフィルターの清掃実施した(12/10)。 

【典礼部】※ミサ行事予定表も参照ください 

・12 月後半のミサスケジュールはいろいろなので、

留意を。クリスマス飾り付け後片付けのご協力をお

願いしたい。 

【教学部】  

・教会学校：ペーパークラフトのクリスマスリース

に子供たちが待降節のお祈りを書き入れて降誕祭ミ

サで奉納予定。 

・2F→1F 書棚移動で、全体として 3 か所の書棚あ

り。ご活用願います。 

【福音宣教部】 

・11/25 に金沢教会で共同宣教司牧チーム神奈川主

催の「信徒・修道者・司祭がともに信仰を分かち合

う交流会」参加報告：50 人以上が参加し、多くがシ

スターで外国人、特にフィリピン・ベトナムの女

性、20 代が多かった。「共同宣教司牧」とは言わず

「交わりの会」と言っていて、神父様方と信徒との

分かち合いを重視している。神父様はつい神父然と

してしまいがちで、信徒側も神父に何かと頼りがち

で、交わりを有効にする工夫は必要と感じた教会委

員会のメンバーは分かち合いのプロになるべきだと

考える。 

【広報部】 

各活動部からのお知らせを引き続き募集します。 

【福祉部】 

・愛の献金の 397,625 円を財務部から手渡し済。 

【行事親睦部】 

①11/26(日)：クリスマス飾り付け 

②12/24(日)･25(月)：クリスマスのお祝い･スープ

提供 

③1/7(日)二十歳のお祝い･ミサ後にクリスマスの片

付け 

 

次回教会委員会は 1/14(日) 11:15～ 

 


